


自己紹介

• 中野 恭兵（なかのきょうへい） 

• Atmoph 共同創業者 取締役 

• ソフトウェアエンジニア 

• Yahoo! Japan -> mixi -> nintendo -> Atmoph 

• twitter: @bonar



Atmoph Window 2



Atmoph Window 2

¥44,800 ¥69,800
Basic モデル Karimoku Wood モデル

• 世界中の1000以上の風景を見るかことが出来
る IoT デバイス 

• インターネット経由で風景映像を内部のスト
レージにダウンロードし、再生 

• 自宅での時間を上質にするインテリア 

• 時計など、生活に必要な情報を表示し「常に
ON」になっている空間の情報デバイス





• 27-inch high-contrast display (1920x1080, anti-glare) 

• CPU: 1.9 GHz quad-core ARM Cortex-A53 

• H.265 hardware decoder 

• Wi-Fi: 802.11 ac/b/g/n (5GHz/2.4GHz) 

• Bluetooth: 4.0 

• 3W full-range speaker x 2 and 10W vibration speaker 

• Size: 25.4” x 15.2” x 2.4” (645 x 385 x 60mm) 

• Weight: 12.1lbs (5.5kg) 

• Power: 60W

Atmoph Window 2



Atmoph & AWS

• 映像データ配信：CloudFront (Glacier) 

• ライブ配信：MediaLive 

• API Service：VPC / ELB / EC2 / RDS / Lambda / AmazonMQ 

• その他：Route53 / ACM / SES

利用しているAWSサービス

その他のサービス



AWS IoT 使わないの？

• 現状使っていません（すいません！） 

• AWS IoT は素晴らしいサービス（特にセキュリティ面） 

• IoT プラットフォームを使う場合、想定されるデバイス像が自分たちの
製品とマッチしていてるかは重要 

• そのプラットフォームが終了した際に、自分たちのサービスも同時に終
了してしまう事が無い様にする必要がある。 

• ただ全てを自分たちで作るのは不可能なので、バランス 

• アトモフでも天気予報サービスを途中で変更したりしました



Internet of Things の課題



Internet of Things の課題

• 面白いアイディアがあっても、製品として立ち上げるのは難しい 

• 飽きずに使ってもらう事も、難しい 

• Things の販売で売り上げを立てても、Internet の方のコストが
かかり続ける。サービスを継続する難易度が高い。



Atmophのこれまでの歩み

2014/8 Atmoph創業

2015/6-9 米Kickstarter/Makuakeにて約2,700万円達成 

2016/10 初代Atmoph Window 出荷開始

2019/4 Atmoph Window 2発表

2019/5-7 米Indiegogo/Makuakeにて約1億円達成 

2020/4 Atmoph Window 2出荷開始（現在累計3,000台）



Connected Device

Internet of Things



「繋がり続ける」製品開発

•  製品開発の前から 

•  使い続けてもらうための開発体制 

• 継続的なビジネス



注意点

ここからの話は、私たちアトモフが良い製品やサービスを作るためにこ

んな考え方で頑張っているよ、という感じで体験談をあくまで一例とし
てご紹介しているに過ぎず、「こうすれば成功する！」みたいな事では
勿論ありません！私たちもまだまだ成功には程遠いです！すいません！



製品開発前



クラウドファンディング



クラウドファンディング

• 製造は最初に大きなお金がかかるので、スタートアップにとって
はとてもありがたい 

• アーリーアダプター・イノベーターが多いため、製品を知っても
らうマーケティングとして 

• 製品開発のプロセスそのものを共有し、製品が届くまでにファ
ンをつくる 

• 製品が届いた後も強いつながり、フィードバック







出荷



お客様の手元に届いて、開封した後、、

• 箱を開けて SNS などに投稿する 

• ひとしきりいじって満足する 

• 忘れてしまったり、使わなくなってしまったり。。



 使い続けてもらうための開発体制



世界1,000カ所以上の風景動画



データの継続的な配信

• 月に２回決まった数の新規風景を追加 

• 曜日も固定 

• ラインナップがかぶらない様に調整（同じ国や、同じ雰囲気の風
景にならない様に） 

• 紅葉やクリスマスなど季節性のある風景の配信 

• リズムを作って、デバイス戻ってくるきっかけを作る





システム更新



ソフトウェアの継続的な開発と配信

• 風景の再生、ダウンロード、アカウント管理、サブ
スクリプション管理などの機能 

• システム更新で機能を徐々に追加（ユーザから見るともど
かしい部分も多いとは思うのですが。。） 

• デバイスの利用状況などを見つつ、必要そうな機能
や、多くの人が直面している問題を優先的に対応 

• 大まかなマイルストーンを共有しつつ、リリースの
順番などはその都度調整 

• ソフトウェア更新のタイミングで、利用率は向上





version 1.5 version 1.6 version 1.7
• LED モジュールに対応 • 風景の検索機能を追加 • スケジューリングタイマー 

• 窓枠装飾機能



日々の利用状況確認

• デバイスが定期的に内部の情報をまとめて統計情報としてサーバに送信 

• サーバ側で集計して毎日社内のSlackチャンネルに送信 

• Daily/Weekly/Monthly アクティブ率 

• システムバージョン別の浸透率 

• 利用モード（手動風景選択、Auto切り替え等） 

• 故障率（ストレージ異常など）



継続的なビジネス



継続的なビジネス

• インターネットサービスは常にお金がかかる 

• 継続的な収入が無いと、1～2年後にサービスクローズとなり得る 

• アクティブ率維持するためには、コンテンツの追加やソフトウェア更新
での機能追加ができる開発チームを維持する必要がある 

• デバイス販売後にどのように収益を継続させるかは重要



Limitless プラン（月額サブスクリプション）

• 前モデルでは買い切り（1風景 590円）だったの
を、月額見放題980円のプランをメインに変更 

• 「毎回の購入判断」から「一度繋がったらあとは
無制限」への移行（購入の苦痛からの開放） 

• サービスとしても「夜になったら夜の風景」のよ
うな機能が可能に 

• 月額費用をいただく事で、ライブ配信のようなコ
ストのかかるサービスが実現可能に 

• サービスも非常に好評で、多くの割合のユーザが加
入 

• 継続的な収益がある事で、実装可能なサービスが
広がり、ユーザにも機能追加としてお返しできる



Limitless プラン（月額サブスクリプション）

• Stripe Billing を使って実装 

• JPY/USD に対応 

• クレジットカード番号を自社で持たずに済む（漏
洩のリスクが無い） 

• 充実したドキュメント、カスタマー対応 

• 必要だけど自分で作ると大変な様々な機能（フ
リートライアル、カード与信確認、決済失敗時の
解約、プラン変更時の差額計算…）



まとめ



まとめ

• 「商品を売る」から「つながり続ける」へ 

• お客様にアクティブでい続けてもらうために、コンテンツや機能の継
続的なデリバリーが必要。それが可能なチームである必要性。 

• 利用状況を把握し、改善し続ける 

• サービスが続いていくために、継続的に収益をあげられるビジネス
である必要性。



ご清聴ありがとうございました！

•  IoTデバイス開発の苦労を是非語り合いましょう！ 

•  @bonar にいつでも話しかけてください 

•  Atmoph の最新情報は @atmophjp をチェック！このサービス開発の
行く末を是非見守ってください。


